
八
月
四
日
（
月
）
に
、
中
学
生
に
高
等
学
校
の
生

活
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
鹿
屋
高
校
体
験
講
座
」
が

実
施
さ
れ
、
三
十
四
の
中
学
校
か
ら
四
百
二
十
五
人

も
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
中
学
生
が
本
校
の
施
設
・

設
備
を
見
学
し
た
り
、
模
擬
授
業
の
体
験
を
す
る
こ

と
で
、
高
校
の
学
習
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
本
校
の
学
校
生
活
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
開
講
式
・
本
校
概
要
説
明
の
後
、
中
学

生
は
十
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
模
擬
授
業
講
座

に
参
加
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
施
設
見
学
や
部
活
動

見
学
等
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
後
の
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
模
擬
授
業

、

講
座
を
、
得
意
教
科
と
苦
手
教
科
と
の
二
つ
く
ら
い

受
け
ら
れ
る
と
よ
か
っ
た

「
部
活
動
の
こ
と
を
も

」

っ
と
知
り
た
か
っ
た

「
各
部
活
動
の
キ
ャ
プ
テ
ン

」

が
紹
介
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
い
い
」
と
い
っ

た
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

○
参
加
者
内
訳

鹿
屋
市

一
三
校

二
六
二
人

肝
属
地
区(

)

一
四
校

一
四
五
人

鹿
屋
市
以
外

曽
於
地
区

五
校

一
六
人

そ
の
他

二
校

二
人

（
合
計

三
四
校

四
二
五
人
）

○
講
座
内
容

「
古
文
に
親
し
も
う
」

「
漢
文
に
親
し
も
う
」

「
映
画
の
中
の
世
界
史
」

「
ど
き

ど
き

土
器
っ

は
じ
め
て
の
縄
文
土
器｣

「
高
校
入
試
の
根
底
を
探
る

（
二
講
座
）

」

「
物
理
か
ら
み
た
世
界
」

「
繊
維
を
作
ろ
う
」

「
細
胞
を
観
察
し
よ
う
」

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

「
は
じ
め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
」

「

芸
術
』
書
道
」

『
「
英
語
で
読
も
う
」

「
英
語
で
話
そ
う
」

○
公
開
し
た
部
活
動

・
文
化
系

放
送
部

演
劇
部

吹
奏
楽
部

美
術
部

・
体
育
系

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
・
女
）

テ
ニ
ス
部
（
男
・
女
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
・
女
）

弓
道
部

水
泳
部

卓
球
部

陸
上
部

ダ
ン
ス
部

ボ
ー
ト
部

ラ
グ
ビ
ー
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

大
会
・
練
習
試
合
等
で
不
在
の
部
活
動
を
除
く

)

（

。
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第２８号
平成２０年

８月２９日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

九
・
十
月
の
主
な
行
事
予
定

九
月一

日
（
月
）
二
学
期
始
業
式

〃

実
力
考
査
［
～
二
日
］

三
日
（
火
）
朝
課
外
開
始

八
日
（
月
）
体
育
祭
学
年･

全
体
練
習

［

］

～
一
〇
日

一
一
日
（
木
）
体
育
祭
予
行

一
二
日
（
金
）
体
育
祭
準
備

一
三
日
（
土
）
三
星
祭
（
体
育
祭
）

一
六
日
（
火
）
振
替
休
業
日

二
〇
日

(

土
）
三
星
道
場
⑤

〃

進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年

［
～
二
一
日
］

）

二
二
日
（
月
）
振
替
休
業
日

二
六
日
（
金
）
三
星
祭
（
文
化
祭
）

［
～
二
七
日
］

三
〇
日
（
火
）
教
育
相
談
［
～
三
日
］

〃

授
業
相
互
公
開
週
間

［
～
七
日
］

十
月八

日
（
水
）
中
間
考
査
［
～
一
〇
日
］

一
一
日
（
土
）
三
星
道
場
⑥

〃

全
統
記
述
模
試
（
三
年
）

［
～
一
二
日
］

一
六
日
（
木
）
職
員
研
修
（
教
育
相
談
）

一
七
日
（
金
）
県
教
委
学
校
訪
問

一
八
日
（
土
）
進
研
駿
台
記
述
模
試

（
三
年

［
～
一
九
日
］

）

二
五
日
（
土
）
三
星
道
場
⑦

三
〇
日
（
木
）
実
力
考
査
［
～
三
一
日
］

※
詳
細
は
学
校
・
担
任
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

中
学
生
の
体
験
入
学

中
学
生
四
百
二
十
五
人

「
も
っ
と
鹿
屋
高
校
を
知
り
た
か
っ
た
」

体
験
講
座
の
開
講
式

模
擬
授
業
（
英
語
で
読
も
う
）



八
月
十
日
（
日

、
吹
奏
楽
部
の
第
二
十
九
回
定

）

期
演
奏
会
が
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
座
席
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
不
足
す
る

、

。

、

ほ
ど
の
聴
衆
に
恵
ま
れ

大
盛
況
で
し
た

演
奏
も

「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ

「
キ
セ
キ

「
オ
ペ
ラ
座
の

」

」

怪
人

「

篤
姫
』
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
崖
の
上
の
ポ

」
『

」

ニ
ョ

「
サ
ザ
ン
！
サ
ザ
ン
！
サ
ザ
ン
！
」
な
ど
、

」

本
格
的
な
楽
曲
か
ら
人
気
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ナ
ン
バ
ー

ま
で
、
多
彩
に
盛
り
込
ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
部
員
六
十
九
人
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

「
暑
い
」
夏
に
「
熱
い
」
演
奏
を
元
気
よ
く
聴
か
せ

て
く
れ
る
と
と
も
に
、
三
星
健
児
ら
し
さ
を
み
ご
と

に
示
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
年
に
よ
っ
て
、
各
自
の
取
り
組
む
姿
勢
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
鹿
屋
高
校
の
生
徒
一
人
一

人
が
、
夏
季
休
業
期
間
を
大
い
に
活
用
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
休
業
期
間
に
入
る
前
の
目
標
や
計
画
が
達

成
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
二
学
期
を
迎
え
よ
う
と
す
る

今
、
振
り
返
っ
て
反
省
・
検
証
し
て
み
る
こ
と
が
、

新
学
期
か
ら
の
頑
張
り
の
糧
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
休
業
中
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

○
夏
期
課
外
授
業
前
期
・
後
期

三
年
生
十
七
日
間
、
一
・
二
年
生

十
五
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

○
二
・
三
年
生
の
学
習
合
宿

八
月
十
六
日
（
土
）
～
十
八
日

（
日
）
に
か
け
て
、
三
年
生
二
泊
、

二
年
生
一
泊
の
学
習
合
宿
が
、
そ
れ

ぞ
れ
百
七
十
一
人
、
四
十
四
人
の
参

加
者
で
「
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
」

に
お
い
て
行
わ
れ
、
集
中
力
・
忍
耐

力
の
養
成
に
よ
り
、
自
ら
の
学
習
態

度
の
確
立
を
目
指
し
ま
し
た
。

○
郷
中
ゼ
ミ

県
下
十
八
校
二
百
九
十
人
の
参
加

で
、
難
関
大
学
受
験
希
望
者
を
対
象

に
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
か

ら
も
十
二
人
の
三
年
生
が
参
加
し
、

自
ら
を
厳
し
く
鍛
え
ま
し
た
。

○
部
活
動

各
部
活
動
等
、
夏
季
休
業
活
用
の

強
化
合
宿
・
練
習
試
合
等
を
積
み
重

ね
て
、
来
る
べ
き
大
会
や
発
表
会
等

に
備
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
休
業
中
に
自
主
的
に
登
校
し
、
校
内
で

自
学
自
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
が
数
多
く
い

。

（

）
、

ま
し
た

マ
ー
ク
模
試
・
九
大
プ
レ
模
試

三
年

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試
（
一
・
二
年
）
等
の
模
試
に
も

懸
命
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
，
各
種
団
体
や
地

域
の
主
催
す
る
行
事
等
へ
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」

は
、
鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
a

noya/「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き

ま
す
。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

熱
い
」
演
奏
を
聴
か
せ
た
い

「

８月２０日(水)うれしいニュース・最新版

第32回

ピティナ・ピアノコンペティション

３年生の児玉飛夏さんが 「ピティナ・ピアノコン，

ペティション」全国決勝大会（文部科学省後援）に

おいて入選を果たしました。このコンテストは，全

国から約４万人の参加者がある大会です。児玉さん

は，鹿児島地区予選，北九州地区本選を経て，全国

大会で大きな成果を挙げました。

三星の風 第28号平成20年8月29日

夏だからこそ鍛える！

インターアクト年次大会

８月２～３日 「大隅青少年自然の家」で，，

インターアクト年次大会が，鹿児島・宮崎両県

の３０校約１９０人の高校生の参加のもと開催

され，本校からもインターアクト同好会部員を

含む４０人の生徒が参加しました 「 共生』～。『

， 」 ，そして 私たちにできること～ をテーマに

親睦交流や講演，分科会討議等で研修を深めま

した。他の高校生との意見交換もできて有意義

でした。

８月１６日(土)うれしいニュース・最新版

平和へのメッセージfrom知覧

スピーチコンテスト

１年生の石峯晴奈さんが，南九州市で行われた「平

和へのメッセージfrom知覧スピーチコンテスト」に参

加し，優秀賞を受賞しました。

このコンテストは，平和や命の大切さをテーマに毎

年開催されています。石峯さんは，厳しい原稿審査を

通過し，本選出場（全国で４人）を果たしたものです。

三星会総会の開催

本校同窓会の三星会総会が，８月９

日（土）に開催されました。青山三郎

会長はじめ約１００人の会員が出席さ

れ，総会・懇親会が行われました。

特に，懇親会ではＯＢ・ＯＧの皆さ

んから，在校生の活動や成果に対して，

お誉めとともに励ましの言葉をいただ

きました。


